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想いを伝えるポプラ発表会 
 暖かな日差しの中、１１月６日にポプラ発表会を開催いたしました。各学年とも１ケ月ほど前か

ら準備を開始し、この２週間は体育館ステージなどの割り当てもあって、本番に向けて日に日に学

校全体が熱を帯びていく様子が感じられました。各学年とも、毎日の学習の成果を十分に発表する

ことができました。 

１年生 劇 「大きなさつまいも」 

 元気いっぱい大きな声で堂々と発表していました。

せりふ１つ１つに気持ちがこもっていて、さつまいも

がどんなに大きいかがひしひしと伝わってきました。

助け合って、すばらしい劇を完成することができまし

た。最後の歌も楽しそうに歌っていました。 

２年生 音楽 「広野のすてきをつたえ隊」 

 歌と楽器の演奏に加えて身体全部を使って広野

のすてきを伝えてくれました。一つ一つをていね

いに表現していて、どんなことを学習してきたの

かがよくわかりました。歌も演奏も上手でした。

胸を張って堂々と入場した開会の言葉もすてきで

した。 

３年生 劇 「Let`s play English  

～英語で遊ぼう～」 

ほぼ英語で演じているのがすばらしい。た

くさんの英語のせりふを完璧に覚えていまし

た。会場とのやり取りも楽しい英語劇でし

た。演じる子どもたちが英語を理解して楽し

んでいました。将来英語で誰とでも会話でき

る人になるのが楽しみです。 

４年生 音楽 「日本列島ダーツの旅         

広野のここがスゴイ～」 

 音楽にのせて広野について調べたことを

表現しました。リズミカルな歌と演奏で、

会場全体を大いに楽しませてくれました。

手拍子によってステージと会場に一体感が

生まれ、大いに盛り上がりました。終始笑

顔で歌う姿が印象的でした。 
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５年生 劇 「にじコメ物語」 

 短い時間の中にたくさんの情報と表

現方法を盛り込んで、それが見事に伝

わっていました。場面に応じて演じ方

や声の出し方を考えて発表で来ていま

す。さすが上級生。米の学習について

まとめたパンフレット（全戸配布）も

楽しみです。 

６年生 和太鼓 「伝統を繋ぐ北前太鼓」 

 先輩たちから脈々と受け継いできた北前太

鼓。広野小の象徴の一つでもあります。見事な

演奏で後輩たちにつなぐことができました。６

年生の演奏をまぶしそうに見つめる下級生の尊

敬とあこがれのまなざしが、今回の演奏のすば

らしさを雄弁に語っています。 

出羽人形芝居クラブ 「三枚の護符」 

 生身の人間ではなく人形を通して表現して、

さらに人形を動かす人とせりふを担当する人が

別だというのは難しいと思いますが、どんどん

引き込まれていきました。地域の言葉を使うと

いうことも含めて伝統を後世に伝える大きな取

り組みだと思います。 

 

また、広野コミセンには子どもたちの作品をたくさん展示させていただきました。 

ポプラ発表会の様子は、本校のブログにも掲載しています。パソコンやスマートフォン、タブレ

ットなどから、酒田市立広野小学校 ブログ で検索できます。どうぞご覧ください。 

 

学校の働き方改革 
「働き方改革」という言葉が一般的に使われるようになって何年になるでしょう。テレビ、新聞、

雑誌などでは学校がブラック企業の代表のように取り上げられたりもしています。学校職員は、職

種によって異なりますが、教員と事務職員の勤務時間は８時１０分から１６時４０分となっており

ます。しかしながら、なかなかこの時間内にすべての仕事を収めることはできません。そのため、

数年前より毎週金曜日を定時退勤日とし、この日だけでもなるべく早く退勤するように努めており

ます（本来は毎日がそうでなければならないのですが…）。授業や子どもたちへの対応のほかに教

職員にはしなければならないことも多く、定時退勤日だけでは大きな改革にならないことも承知し

ておりますが、私たち自身の意識改革の一環というねらいです。子どもたちにいい授業を提供し、

いつでも笑顔で対応することができるようにするためには、まずは教職員自体が余裕を持ちワーク

ライフバランスを整えることが重要と考えます。休日や夜間の保護者の皆様からの緊急連絡の窓口

を校長・教頭としているのも同じ理由からです。「教職員が笑顔でなければ、子どもたちの笑顔は

あり得ない」と職員一同で共通理解をしているところです。どうぞご承知おきください。 


